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IHE FHIR
FHIR IHE

IHE

IHEとは、「医療連携のための
情報統合化プロジェクト」
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IHE協会沿革

2001年 『IHE-Japan 』法人格のない団体として
発足。
日本医学放射線学会、日本放射線技術学会、日
本医療情報学会、保健医療福祉情報システム工
業会、日本画像医療システム工業会、医療情報
システム開発センターの6団体が設立。

その後、有限責任中間法人『日本IHE協会』 を
経て、一般社団法人『日本IHE協会』となる。
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•
•

医学放射線学会（JRS）
放射線技術学会（JSRT）
医療情報学会(JAMI)

日本画像医療システム工業会(JIRA)

保健医療福祉情報システム工業会

(JAHIS)

医療情報システム

開発センター

【IHEの目的】活動によりシステムを相互接続し、安全性・経済性・利便性の高い情報シ
ステムの普及を促進することで健康で豊かな国民生活の維持向上に貢献する。

非営利
団体
です。

2007.3 日本IHE協会へ2007.3 日本IHE協会へ
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IHEサイクルIHEサイクル
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接続テスト（コネクタソン）

connect + marathon = Connectathon
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※この「プロファイル」は、HL7 FHIRの用語で、
IHEの統合プロファイルとは別物。
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IHEを一言で言えば
「IHE」というと、以下のようなものを指します。

日本IHE協会が行っている標準化活動
IHEが作成している技術文書（テクニカルフレームワー
ク）等
IHEが作成している文書に書かれているデータフォー
マットや転送プロトコールなど

IHE活動は、複数の情報機器を接続する場合に、
問題になるデータの互換性を高める活動です。例
えば、CTの画像検査をして、メーカーが違う機器
で画像が表示できなかったら困ります。このよう
なことがないようにするのがIHE活動です。
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ユーザ
臨床現場のいろいろな問題点を提起し、解決
策を考える

良いシステムを安く、早く導入可能

メーカ
いろいろな要望を一本化し、製品に反映でき
る

開発工期の短縮、リスクの軽減

14



– IHE Tutorial – 2023-06-29  

IHEの成果物

（テクニカルフレームワーク）
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IHEの公開する文書
技術文書
（Technical 

Framework)

統合プロファイル

(Integration Profile)

アクタ

（Actor）

トランザクション

(Transaction)

16



– IHE Tutorial – 2023-06-29– IHE Tutorial – 2023-06-29

技術
定義書

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション

統合プロ
ファイル

アクター

トランザク
ション
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Technical Technical 
Framework

分野別に編集される

Integration profileIntegration profile
個別の業務に特化
したシナリオ

Actor &Actor &
Transaction
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IHE
• Technical Framework: 

– Integration Profile: 
– Actor: 
– Transaction: 

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-N

Actor Actor

Transaction

Integration Profile-2

Actor-1 Actor-2
Transaction-1

Integration Profile-1

Technical Framework
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オーダの
作成

撮影ワークリ
ストの作成

オーダの発行

撮影ワークリスト
の取得

DICOM/MWL

HL7/ORM

検査実施
管理

オーダ発行 画像保存 画像撮影

画像保存

撮影完了撮影完了

表示条件の保存DICOM/MPPS

DICOM/STORAGE

DICOM/STORAGE

DICOM/MPPS

撮影

オーダの実施
完了

HL7/ORM

各アクタの通信を時間を追って、
組み立てて行く。



– IHE Tutorial – 2023-06-29  20



– IHE Tutorial – 2023-06-29– IHE Tutorial – 2023-06-29 212121

放射線

放射線治療

循環器
臨床検査

病理・臨
床細胞
病理・臨
床細胞

内視鏡

眼科

ITI

PCD

Dental

PCC

QRPH

QRPH: Quality, Research and Public Health
PCC: Patient Care Coordination、ITI: IT Infrastructure
PCD: Patient Care Device、Pharmacy: 薬局、 Dental: 歯科

PaLM

Pharmacy

日本では、
未活動

日本での活動は、
９分野
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簡単なシステムを素早く開発・導入でき、共通利用が
可能な、医療分野で利用可能なリソース
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• FHIR仕様策定の基本となるフレームワーク

レベル１

• 実装の支援、外部仕様との関連づけ：実装支援、セキュリティー・プライバシー、
適合性、用語、情報交換

レベル２

• 医療情報システムと実世界のリンク：各リソース（患者、医師、ケアチーム、組
織）

レベル３

• 医療プロセスのための記憶管理とデータ交換：臨床、診断、処方、ワークフロー、
医事会計

レベル４

• 医療プロセスでのデータ活用に必要な推論能力

レベル５

FHIRは実装に必要な仕様として各種リソースとAPI等について定義。
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リソース

• 医療情報交換を
行う時にやり取り
する情報の最小
単位

• 標準のデータ要
素以外に、拡張
領域を定義し、実
装可能

バンドルリソース

• 一つのやり取り
で、複数のリソー
ス集合体を用い
て、医療情報の
処理に使用する。

• 使用例
• 処理に必要な
リソースのセッ
トをまとめて要
求

FHIRプロファイル

• 特定の国・地域
やユースケース
等の固有の要件
に適合させるた
め、FHIR基本仕
様に対し、制約
や拡張を適応す
る。

• 個別リソースの
要素の拡張が可
能。また、個々の
要素における値
や多重度の制約
を強化できる。

実装ガイド

• 関連する一連の
プロファイルをま
とめたもの。

• 特定のユース
ケースをサポート
するためにFHIR
APIがどのような
機能を提供する
かを説明するド
キュメント。

36

IHEの統合プロ
ファイルとは全く
違うもの。

まさに、IHEでは
統合プロファイ
ルに相当する。



– IHE Tutorial – 2023-06-29– IHE Tutorial – 2023-06-29 37



– IHE Tutorial – 2023-06-29  38



– IHE Tutorial – 2023-06-29– IHE Tutorial – 2023-06-29

IHEFHIR項目

Use caseを検討して、
Workflowを提案する。

特になし。Workflow 
解析

実装ガイドライン
Workflow-oriented

規格そのもの
Resource-Oriented

成果物

１）テストの方法
２）セキュリティー面の検討
３）他のIHEプロファイルとの
関係

Capability Statement実装ガイド

一部のプロファイルで準備さ
れている

ーサンプルリ
ソース
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HL7 IHE HL7 FHIR ®

Mobile-
IHE 

FHIR 

IHE 
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URL
http://www.ihe-j.org/


